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大学としての全体評価 

 

新潟医療福祉大学では全学教育理念を「優れた QOL サポーターの育成」とし、求め

られる５つの資質・能力を STEPS（S：科学知識と技術を学び続ける力、T：チームワ

ークとリーダーシップを発揮する力、E：対象者を支援する力、P：問題を解決する力、

S：自己実現を達成する力）とし、目指す資質・能力を明確にして全教育課程を編成し

ている。教員養成課程においても社会的状況等を踏まえ 2024 年に全面的に改訂した新

潟医療福祉大学教員養成理念の内容を基に更新し、３学科共通の目指す資質・能力を整

理した。この５つの STEPS を基に、各学科で目指す資質・能力をより詳細に設定して

教育課程の編成、教育実践に取り組んでいる。設定した各３学科の目指す資質・能力は

もちろんのこと、教育課程及び教育実践を毎年見直し、より一層教育理念が実現できる

ように取り組んでいる。 

本学は、健康栄養学科、健康スポーツ学科、看護学科の３学科において、栄養教諭、

中学校・高等学校保健体育科教諭、養護教諭の免許取得プログラムを提供している。 

成果として、毎年、教員免許取得者を一定程度確保し、現役の教員採用者を輩出して

いる。また、既卒生へのサポートにも力を入れ、新潟県を中心に全国各地において教員

採用者数を増やしている。2018 年度からは本学が中心となり、新潟県及び新潟市教育

委員会との連絡協議会を立ち上げ、他の県内私立大学にも参加を呼びかけ、継続して行

い参加大学も増えている。大学規模の関係で、本学が継続して中心となって本協議会を

推進していることからも新潟県内私立大学でのリーダー的存在として貢献していること

を自負している。今後も、教育現場が求める人材の育成をさらに推進することと、県内

私立大学が連携による各大学の教職課程の質向上の二点がより一層実現できるように努



 

 
 

力していきたい。 

本学では、これまでの教育活動においては、毎年度点検調査を行い、成果と課題を明確

にし、成果の継続と課題解決の両面で改善を重ねている。 

教育職員免許法改正により、2022 年４月より教職課程の自己点検が義務化された。自

己点検・評価の観点が明示されたことを受け、一般社団法人全国私立大学教職課程協会が

「『教職課程自己点検評価報告書』作成の手引き」を作成した。本学もこの手引きに沿っ

て、教職課程の自己点検・評価を行ってきた。教職課程の自己点検・評価については、

2022 年度末より本学の教職課程運営に関する組織である教職支援センターを中心に教職

支援センター運営委員及び関係教職員の協力の下、報告書を作成し、全学に周知し公開し

ている。 

コロナ禍、人口減、生成 AI などの社会状況の変化に伴い、子どもの学ぶ内容や学び方

も変化している。当然、学校教育及び教員養成も変革が求められている。それらの変化を

踏まえた教員養成が行われているのか、今後どのような取り組みを行っていく必要がある

のか、本学の教員養成課程の課題を明らかにし、その改善策を検討していきたい。 

 

 

新潟医療福祉大学 教職課程長／教職支援センター長  脇野 哲郎 
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Ⅰ 教職課程の現況及び特色 

  

１ 現況  

(１) 大学名：新潟医療福祉大学 健康科学部健康栄養学科 

健康科学部健康スポーツ学科 

看護学部看護学科 

(２) 所在地：新潟県新潟市北区島見町 1398 番地 

(３) 学生数及び教員数（令和７年５月１日現在） 

学生数：健康栄養学科   教職課程 39 名 ／ 学科全体 199 名 

健康スポーツ学科 教職課程 722 名 ／ 学科全体 1,067 名 

看護学科     教職課程 34 名 ／ 学科全体 474 名 

教員数：健康栄養学科   24 名 

健康スポーツ学科 44 名 

    看護学科     39 名 

 

 ２ 特色 

新潟医療福祉大学は、保健・医療・福祉・スポーツに関わる専門職を養成する大学で

あり、「優れた QOL サポーターとしての教師」を教員養成理念として掲げている。健康

科学部健康栄養学科は、対象者の健康づくりに貢献できる栄養教諭の養成を、健康科学

部健康スポーツ学科は、健康・スポーツに関する専門的知識・技能を有する保健体育教

師の養成を、看護学部看護学科は、看護の専門性を身につけた養護教諭の養成を行って

いる。教職志望の学生が十分な学修機会を得て希望する進路に進むことができるよう、

教職支援センター及び教職支援センター運営委員会は、各学科と緊密に連携し、教員養

成教育を力強く展開する。 
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Ⅱ 基準領域ごとの教職課程自己点検・評価 

 

基準領域１ 教職課程に関わる教職員の共通理解に基づく協働的な取り組み 

 

基準項目１－１ 教職課程教育の目的・目標の共有  

〔現状〕 

新潟医療福祉大学の教員養成理念は「優れた QOL サポーターとしての教師」である。

また本学の基本理念「優れた QOL サポーターを育成する大学」に即し、求められる資質・

能力として５つの項目を挙げている。 

 

５つの項目 

Science & Art (科学的知識と技能を学び続ける力) 

豊かな教養を有し、教職および専門分野に関する高度で科学的な専門知識と技術を

指導の場面において活用できる。  

Teamwork & Leadership (チームワークとリーダーシップを発揮する力) 

多様な児童生徒の気持ちに寄り添う豊かな感性を有し、保健・医療・福祉・スポー

ツ分野の複数の職種の人たちとのチームアプローチや、家庭・地域との連携・協働が

できる。 

Empowerment (対象者を支援する力) 

児童生徒の人間形成に関する豊かな教養や人間性及びコミュニケーション能力を

有し、横断的・融合的な教育実践を担うものとして、児童生徒の学びを適切に導く

とともに、QOL 向上に向けた支援ができる。 

Problem-solving (問題を解決する力) 

教職に対する使命感と倫理観、最後まで職務を遂行しようとする責任感を有し、

多様な価値観に寛容であり、児童生徒に関わる諸問題の解決に向けて対話を重ねな

がら取り組むことができる。 
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Self-actualization (自己実現を達成する力) 

教職と専門分野に関する課題に広く関心をもち、主体的・継続的に学び続けること

で、現代社会の情報化・グローバル化に対応し、自己の可能性を広げることができる。 

 

上記の STEPS を基に、健康科学部健康栄養学科では、「『栄養に関する高度の専門性』

と『教育に関する資質』を併せ持ち、児童生徒、保護者及び地域社会の健康づくりに貢献

できる栄養教諭」を養成している。そのために特に重点とする資質・能力として、S：「専

門領域に関する確かな知識と教養を活かし、児童生徒、保護者、地域社会のアセスメント

を行い、学校給食の管理と食に関する指導を一体的に行うことができる。」T：「多職種連

携の技能を活かし、保護者、教職員、地域社会と連携・協働し、良好なコミュニケーショ

ンを図りながら食育推進の中心的な役割を主体的に果たすことができる。」E：「児童生徒、

保護者および他職種から信頼される人間性と高潔な倫理観を有し、食に関する指導を通

して、多様な背景を持つ児童生徒の食生活の課題を改善に導くことができる。」P：「自ら

の手で栄養科学的エビデンスを構築し、教職員と連携・協働する中で、エビデンスに基づ

いた活動を展開し、課題を解決しようとする。」S：「栄養教諭としての誇りと自覚、倫理

観を有し、児童生徒の食及び栄養上の課題を理解し、その解決のために自主的・継続的に

学び続ける探究心を持つとともに、国際化・情報化に対応し自らの可能性を拡げることが

できる。」の５つを挙げている。 

 健康科学部健康スポーツ学科では、「健康・スポーツに関する専門性を有し、児童生

徒の人格形成と生涯にわたるＱＯＬの向上に資することができる、豊かな教養と責任感

を兼ね備えた保健体育教師」を養成している。そのために特に重点とする資質・能力とし

て、「健康・スポーツに関する専門的知識・技能」、「専門的知識・技能を効果的に身に付

けさせる指導力」、「保健体育教師としての誇りと使命感」、「フォア・ザ・チーム（連携・

協働）の精神」の４つを挙げている。 

上記の STEPS を基に、看護学部看護学科では、看護師の国家試験受験資格の取得を前

提としながら、養護教諭一種免許状を取得する。「教育職であり看護職であるという特性
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を生かした『看護の専門性』を身につけた養護教諭」を養成している。そのために特に求

められる資質・能力として、「学校保健・養護に関する専門知識と技術を身に付け、児童

生徒・家庭・地域・学校の実態に合わせて活用できる」「児童生徒の健康課題解決を目指

し、養護教諭として家庭・地域・校内外関係機関等とのチーム構築と連携・協働における

中核的な役割を担うことができる」「対象を尊重し信頼関係を築くコミュニケーションを

図りながら、児童生徒のセルフケア能力を育成するための適切な健康支援活動が実践で

きる」「養護教諭として使命感を持ち、学校保健に関する専門知識・法令・方法論を用い

ながら個に向き合い健康課題解決をサポートできる」「学校保健・養護に関する動向や課

題に広く関心を持ち続け、変化に対応しながら主体的・意欲的に研修できる」の５つを挙

げている。 

〔優れた取組〕 

現代の学校教育には、児童生徒の主体性や学習意欲の欠如、体力・運動能力の低下傾向、

食生活や食習慣の乱れからくる健康への影響、さらにはいじめや不登校など、さまざまな

問題が山積していると言われている。また、指導力の不足や、児童生徒のみならず教職員

や保護者、地域住民とのコミュニケーションがうまくとれないといった教師自身の問題

も指摘されている。新潟医療福祉大学が定める教員養成理念、７つの指針及び５つの項目

は、養成している職種・校種・教科等の専門性に鑑みて、これらの課題に応え得る内容だ

といえる。 

 健康科学部健康栄養学科は、あらゆるフィールドで活躍する管理栄養士を育成するこ

とを中心的な目標に掲げている。その一つとしての学校教育のフィールドでは、管理栄養

士の資質･能力を基盤に教諭としての資質･能力を身に付けることで学校給食の提供と食

に関する指導を一体的に行うことのできる栄養教諭像を掲げる。そのため、学科の管理栄

養士養成理念と整合性をもたせた内容でカリキュラムを編成し、専門職(管理栄養士)・教

育職(教諭)としての知識、技術、実践力が相互に高められるよう教育内容の工夫、継続的

な改善に努めている。また、カリキュラムマップの作成を行い、学生が学びのつながりを

可視化しながら、体系的に学修を進められるようにしている。 
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 健康科学部健康スポーツ学科は、健康医科学、コーチング科学、スポーツマネジメント、

スポーツ教育といった健康・スポーツに関連する幅広い科目を配置しており、希望する将

来像に合わせて自由に科目を選択できる。また、特徴的な実習科目および演習科目も整備

している。これらのカリキュラムによって「優れた QOL サポーターとして教師」を育成

することに努めている。 

 看護学部看護学科は、学科教員養成理念と整合性をとったカリキュラムで養護教諭養

成を行っている。各学年オリエンテーションで教職課程について資料を提示して共通理

解を図る場を確保している。教職履修登録者には、別途教職オリエンテーションを学年ご

とに実施し、見通しを持ちながら履修継続できるよう計画的に支援している。看護と養

護・教職の関連性を重視し、「看護を基盤とした専門性の高い養護教諭の育成」に努めて

いる。 

〔改善の方向性・課題〕 

全学の方針に合わせて 2024 年に教員養成理念の内容を更新した。また、各学科の実情

に合わせて５つの項目を基に、より具体的な求める資質・能力を４～５決めて重点として

いる。これは固定的なものではなく、社会や学校現場の変化、本学学生の状況に合わせて

見直しをしていく。 

健康科学部健康栄養学科では、学校現場の現状から、「児童生徒、保護者、地域社会の

実態や課題を把握すること」「保護者、教員、地域社会と連携すること」が今後より一層

重要となる。この点から栄養教諭に求められる資質・能力をより具体化し、検討していく

ことが求められる。 

健康科学部健康スポーツ学科では、運動に親しむ児童生徒とそうでない児童生徒の二

極化がより一層進んでいる現状から、運動に親しめない、運動が得意ではない児童生徒へ

の指導に必要な専門的知識・技能の内容を精査していく必要がある。 

看護学部看護学科では、学校現場の状況や児童生徒の複雑かつ多岐にわたる健康課題

の現状から「専門職としての専門性を自覚した多職種連携・協働」「専門分野の知識・理

論やスキルを総合的に用い、児童生徒の特性を踏まえた実践力」がより重視される。この
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点から養護教諭に求められる資質・能力をより具体化し、検討していくことが必要であ

る。 

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・１－１－１ 新潟医療福祉大学 全学 教員養成の理念 

基準項目１－２ 教職課程に関する組織的工夫 

〔現状〕 

新潟医療福祉大学は、文部科学省が示す教職課程認定基準を踏まえ、教職課程科目を

担当するために十分な教育研究業績を有する研究者教員及び教育行政機関や学校等にお

いて豊かな実務経験を有する実務家教員を、各学科に適正に配置している。また、教職

課程を有する各学科と事務局学務部が連携し、個々の学生の状況に対応する学修支援体

制を整備し、適切に教職課程を運営している。 

責任ある教職指導のための組織的な取り組みとして、全学組織として教職支援センタ

ーを設置し、センター及び教職課程運営のために教職支援センター運営委員会を組織し

ている。教育・学生支援機構における教育開発推進部に所属する教職支援センター運営

委員会は、本学の教職課程及び教員養成に関わる業務を充実させるとともに、教職支援

センターを円滑に運営することを目的として、三つの専門部会（養成部会、採用・研修

部会、企画・研究部会）を設置し、必要な事項の調査・審議を行っている。 

教職支援センター運営委員会は、委員長、副委員長、教職に関する科目担当教員から

選出された教員、教職課程を有する当該学科より選出された教員、学習相談及び指導を

担当する教職員、事務職員、その他委員会が必要と認めた教職員を構成員としている。

必要に応じて他の委員会や事務局学務部と連携して対応する構えを取りながら、教職課

程の適正な運営を期すと同時に、各学科における教職課程の位置づけに留意し、ディプ

ロマ・ポリシー及び教員養成理念に基づく人材育成・教員養成を推進する体制を構築し

ている。教育実習を含む学外実習や教職ボランティアなど、理論と実践の往還を必要と

する実習系科目の運営にあたっては、専門部会である養成部会が中心となり、実習教育

体制の連携・充実や、教育委員会等連絡先との調整を一体的に管理している。 
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教職課程教育を行う上での主たる施設・設備として、講義室、各学科の実習・演習

室、体育館、多目的運動場、図書館をキャンパスに設置している。原則としてすべての

講義室にプロジェクタやスクリーンが配備されており、教職課程の各授業等を効果的・

効率的に展開できる体制が整っている。図書館には、約 140,000 冊の書籍と約 1,500 種

の保健・医療・福祉・スポーツ分野学術雑誌などが所蔵され閲覧に供されているほか、

外部データベースや全国図書館の複写サービスも利用可能であり、教職課程科目の学修

に十分な資料が準備されている。ラーニングコモンズや自習コーナー、インターネット

接続コーナー、AV コーナーなどが備えられており、ネットワークステーションとして

も利用可能である。また新潟医療福祉大学では、学生及び教職員に対し大学発行のメー

ルアドレス及びマイクロソフト社「Office 365」のアカウントを発行し、キャンパス内

には無線 LAN やコピー機も配備している。またメディア授業等で活用するために、マ

イクロソフト社「Teams」や e ラーニングシステム「e-Campus」を準備し、授業にお

ける情報通信技術の活用基盤を整備している。 

教職支援センターには、デジタル教材を含む教職関連図書・資料 300 点余りが配架さ

れ、プリンターやコピー機も利用可能な資料閲覧・自学自習スペース、録画カメラ・モ

ニタや大型教具が配備され、仮想教室空間でもある模擬授業スペースが完備されている

ほか、学生用 PC や iPad 等の情報通信技術（以下、ICT）関連の施設・機材も整備され

ている。教職支援センターの具体的な業務としては、教職に関する履修相談、教育実習

に関する手続き、教員採用試験に関する相談、教員採用試験対策講座、教員採用試験模

擬試験などを挙げることができる。 

〔優れた取組〕 

新潟医療福祉大学は、保健・医療・福祉・スポーツの総合大学であり、教員養成に特化

した大学ではない。この前提を踏まえ、教職課程に係る情報を一元的に管理し、学内外の

状況や要望に適切に対応するとともに、効果的・効率的な学生支援を行うために、全学組

織として教職支援センター及び教職支援センター運営委員会を設置している。 

教職支援センター運営委員会は、本学の教職課程及び教員養成に関わる業務を充実さ
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せ、教職志望学生に対する支援を円滑に推進するとともに、その指導及び学習環境の充実

に寄与することを目的としている。様々な業務を各学科の教職課程と連携・協働しながら

対応しているが、自己点検・自己評価活動については、委員会の専門部会である企画・研

究部会が担当し、作業の取りまとめとともに、各学科の点検・評価活動に対し、助言及び

援助をしている。活動の性質を考慮すれば、各学科の状況を俯瞰的に捉えることができる

専門部会が主導するこの体制は妥当だと考えられる。 

〔改善の方向性・課題〕 

 教職支援センター及び教職支援センター運営委員会の役割と組織として適切に機能す

ることが非常に重要となる。これまで、教員養成のための活動を充実させるべく様々な取

り組みを増やしてきた。しかし、教員採用試験の早期化、本学学生の定員増に伴う教員免

許取得学生の増加が予測されるため、一人一人の学生へのきめ細かな指導と支援の充実

のためには、取り組みの精選化や重点化が必要である。 

そこで、まず、養成部会、採用・研修部会、企画・研究部会の３つの部会ごとに全ての

取り組みの評価基準を設定し、評価と改善の精度を高めることとした。評価基準の検討と

合わせて、重点とする取り組みを共有するために各取り組みの重点度も検討した。毎年度

末、この取り組みの成果を明確な評価基準をもとに評価し、重要度、重点とする取り組み

を見直した。部会ごとに検討した後、委員全員で検討し、共有する。これを繰り返すこと

により、学生の実態や学校教育の現状に合わせて修正・改善していく。 

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・１－２－１ 新潟医療福祉大学教職支援センター規程 

・１－２－２ 新潟医療福祉大学ウェブサイト「組織図」 

       https://www.nuhw.ac.jp/about/organization.html 

・１－２－３ 新潟医療福祉大学ウェブサイト「A 図書館棟」 

https://www.nuhw.ac.jp/about/map/map_a.html 

・１－２－４ 新潟医療福祉大学ウェブサイト「教職支援センター」 

https://www.nuhw.ac.jp/teaching_career_support/ 

https://www.nuhw.ac.jp/about/organization.html
https://www.nuhw.ac.jp/about/map/map_a.html
https://www.nuhw.ac.jp/teaching_career_support/
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・１－２－５ 新潟医療福祉大学教職支援センター年報 第９号〔2024 年度版〕 

https://www.nuhw.ac.jp/assets/pdf/organization/teaching_career_support/annual_2024.pdf 

 

 

https://www.nuhw.ac.jp/assets/pdf/organization/teaching_career_support/annual_2024.pdf
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基準領域２ 学生の確保・育成・キャリア支援 

 

基準項目２－１ 教職を担うべき適切な学生の確保・育成 

〔現状〕 

全学及び各学科において、大学の教育理念である「優れた QOL サポーターの育成」に

即したアドミッション・ポリシーが設定されている。これらのアドミッション・ポリシー

は、ホームページに掲載されているだけでなく、『大学案内』『入試ガイド』『学生募集要

項』等の印刷媒体及び高校教諭を対象とした入試説明会、オープンキャンパス等を通じ

て、優れた QOL サポーターに求められる資質・能力として公開されている。 

入試においては、学科ごとに評価指標を定めて入学者選抜の公平性を担保するととも

に、多様な人材確保のために複数の選抜区分を設定している。原則として、総合型選抜や

学校推薦型選抜では本人の特性を生かした能力を、一般選抜や大学入学共通テスト利用

選抜では高等学校卒業相当の基礎学力を測定している。また、総合型選抜や学校推薦型選

抜の合格者に対しては、オンライン教材を活用した入学前教育を展開し、学修意欲を維

持・向上し、大学教育に円滑に接続できるよう企図している。 

健康科学部健康栄養学科は、大学ホームページにおいて目標とする資格の一つとして

栄養教諭を掲げ、免許取得要件、職務内容の概要を示しており、履修希望の有無はある程

度明確になっている。入学後の学科新入生オリエンテーションにおいて教職課程（栄養教

諭コース）に関する説明を行い、履修希望者を確定している。さらに、各学年においても、

教職に関するオリエンテーションや個別面談を実施し、学生の履修状況や進路希望に応

じた支援を行っている。 

健康科学部健康スポーツ学科は、大学ホームページと連動した学科ブログ、各種 SNS

（X, Instagram）や YouTube などの媒体を通じて教員の研究成果、学生の各種活動、学

科の様子などを発信している。このことで、在学生、高校生、関係者が健康スポーツ学科

で行われている研究や各種活動への興味・関心を高めて、教職を目指す学生や本学科を志

望する高校生の確保に努めている。教職を志望する学生に対して、教職オリエンテーショ
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ンを毎年開催し、各学年で必要な学修および実習の指導に当たっている。また、教職への

意欲を高めるため、2 年次から学校での実習を経験できる「教職インターンシップ」を新

設した。 

看護学部看護学科は、大学ホームページや学生募集パンフレット等で取得可能な資格

の 1 つとして養護教諭を挙げ、養護教諭の職務、免許取得要件等を示している。学科で

の日常的な様子や教職履修者の活動については学科の SNS でも発信している。新入生オ

リエンテーションでは、教職課程に関する内容を説明し、直後に履修希望を把握してい

る。2 年次以降も学年オリエンテーションでの説明、個別では履修・進路相談、面談を実

施し、きめ細やかな支援を実施している。 

〔優れた取組〕 

健康科学部健康栄養学科では、管理栄養士の資格取得のための科目履修と並行して１

年次から教職の基礎的な理解に関する科目の履修が始まる。その過程で進路が熟考され、

２年次の終わりまでに免許取得のみを目指す学生と教職志望が高い学生とに分かれるが、

３年次から始まる栄養教諭の専門科目では、教職を担う者としての質の担保については

同等の指導を行っている。また、教員採用試験の早期化に対応するため、2 年次より個別

指導体制を整備し、専門科目に関する早期かつ計画的な学修支援を実施している。加え

て、高校生向けの進路支援コンテンツを活用し、高校生が自らの興味・関心を起点として、

栄養教諭の役割や食育に関する学びを深められるよう情報提供を行っている。 

健康科学部健康スポーツ学科では、学生が「優れた QOL サポーターとしての教師」を

目指し、教職実践演習ポートフォリオで毎年の目標設定と振り返り、教職に関わるすべて

の授業科目で学んだことと課題の記録、ボランティア活動の記録などを行っている。これ

らを担当教員が確認してフィードバックすることで教職課程履修の進捗状況を共有して

いる。 

看護学部看護学科では、「教職ポートフォリオ」を活用し、学生が自身の学びの歩みを

省察し、次学年の目標設定をして取り組んでいる。教職履修者全員に、個別面談を年間複

数回設け、記録から現状を確認し、看護と教職を両立する学修を支援している。3 年次後



新潟医療福祉大学 基準領域２ 

12 
 

期には教育実習履修者選考試験実施し、改めて卒業後の進路に向き合う機会となったり、

教職を目指す学生のモチベーション維持・向上につながるようにしている。 

 

〔改善の方向性・課題〕 

健康科学部健康栄養学科では、栄養教諭免許のほかにも取得する必要のある資格があり、

実習等も多い。栄養教諭の採用は近年大変厳しく、採用がない自治体も全国にある。この

ため、栄養教諭以外の職業に変更する学生は学年が上がるにつれ増える傾向がある。免許

を取得し、栄養教諭以外の仕事を経てから教員採用試験を受験するという学生も減少傾向

にあり、免許を取得する学生数はここ数年多くはない。こうした状況を踏まえると、学生

が栄養教諭の魅力を実感できるような工夫が必要である。これまで本学科では、現職教員

の声を聴く会の開催、教職ボランティアへの参加呼びかけ、異学年交流の機会の提供など

を継続的に実施してきた。今後もこれらの取組を継続するとともに、教職ポートフォリオ

の活用を通じて学生一人ひとりと面談を行い、履修計画や実習に対する不安を軽減する支

援体制の充実を図っていく。加えて、低学年次から栄養教諭の職務や食育実践に触れる機

会を充実させるとともに、附属園や地域と連携した活動を通じて、学生が実践的な学びや

成功体験を積み重ねられる機会を設けていく。また、現職教員や卒業生との交流を通じて

多様なキャリアモデルを可視化し、栄養教諭としての将来像を具体的に描けるよう支援し

ていく。 

健康科学部健康スポーツ学科では、教員免許取得の学生数は安定しており、毎年 100

名程度いる。しかし、教員採用試験の受験を目指す学生は学年が上がるごとに減少し、教

員免許取得学生の中の２割程度に留まっている。そのため、現職教員の声を聴く会や教職

ボランティアの呼び掛け等、教職の魅力を発信する工夫をしていく。また、教員免許取得

のみを目指す学生が多いことも課題であり、教職への意欲や教員としての適性が不十分

な学生への指導を継続している。授業や各種実習で教職の魅力を実感できる工夫や求め

られる資質・能力を向上できる工夫をさらに進める必要がある。継続して取り組み、改善

してきた教職実践演習ポートフォリオの活用をさらに進める。特に学生一人一人のフィ
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ードバックの質を高めるための面談指導をより一層充実させていく。 

看護学部看護学科では、養護教諭の採用数は少なく、近年はさらに厳しい状況にある。

学年が上がるにつれ、養護教諭以外の職業に進路変更する学生は増える傾向にある。一

方、少数ではあるが教員免許を取得・卒業後に他職種を経て教員採用試験を目指す例もあ

る。長期視点も含めて、養護教諭の魅力を強く感じてもらうための工夫が必要である。3

学科連携開催の現職教員の声を聴く会や学校ボランティアを語る会、合格者の声を聴く

会等の取組を継続し、教職を間近にする機会を確保・工夫していく。既卒生の現職養護教

諭や異学年間で交流する機会を増やしているが、つながりが続くようさらに充実を図る。 

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・２－１－１ 新潟医療福祉大学ウェブサイト「アドミッション・ポリシー」 

       https://www.nuhw.ac.jp/about/policy.html 

 

基準項目２－２ 教職へのキャリア支援 

〔現状〕 

教職へのキャリア支援は、教職支援センターが中核となり、各学科教職課程、事務局キ

ャリア開発室（就職センター、現：キャリア支援センター）と連携しながら進めている。

教職へのキャリア支援として、教職に関する履修相談、人物評価試験対策指導を含む教員

採用試験対策講座、教員採用試験模擬試験などを通年で行っている。これらの業務は教職

支援センター運営委員会の専門部会である採用・研修部会が主管しており、実際の指導は

教職支援センター非常勤講師や各学科の実務家教員が中心となり実施している。 

健康科学部健康栄養学科では、教職担当教員が中心となり教職に関する履修相談を低

学年から実施しており、人物試験対策指導を含む教員採用試験対策講座を、３年生を中心

に後期から教員採用試験期間まで実施している。 

健康科学部健康スポーツ学科は、学内講座として論作文演習、面接演習、教育課題演習、

直前総合演習などを学科教員が中心となって開講し、採用試験対策はもとより、教師とし

ての力量の形成を支援している。また、学生の表現力を高めるため、教員採用試験の出願

https://www.nuhw.ac.jp/about/policy.html
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書類の添削を行っており、多くの学生が利用している。 

看護学部看護学科は、教職担当教員が低学年から進路・履修相談、専門科目の学修指導

を実施している。3 年生以上に教員採用試験対策指導として、専門科目を中心とした対策

講座の他、人物試験対策・実技試験対策を行っている。既卒生にも対応し、支援している。 

〔優れた取組〕 

健康科学部健康栄養学科は、教員採用試験に特化した講座として、専門教養を中心に

「食に関する指導の手引」などにあたり基礎的・基本的な知識を整理し過去問を解いた

り、主に面接場面を想定した模擬授業や場面指導なども適宜加えたりしながら、総合的・

実践的な演習形式の活動を通して教員採用試験に向けた力量を高めることを目的として

行っている。今年度は、1 年次の段階から教職を希望する学生も参加しており、早期から

教職への意識形成や学修意欲の向上につながる取組となっている。 

健康科学部健康スポーツ学科は、教職支援センター非常勤講師と学科教職担当教員が

連携して指導に当たっている。現場経験が豊富な実務家教員と教職教養や専門教養に関

わる専門性の高い研究者教員が在籍しており、それぞれがペアになって学生指導に当た

ったり、オムニバス形式で授業や演習を担当したりしている。 

看護学部看護学科は、教員採用試験講座として、現場経験がある教職担当教員が基礎

的・基本的な知識の理解と整理を行うと共に、場面指導なども考慮しながら専門教養を扱

っている。採用数の減少により複数自治体の受験が増えていることもあり、過去問を多く

解く等している。3 年次後期に長期の看護領域別実習があるため、学修が途切れないよう

期間中はオンラインでも講座を開催している。 

〔改善の方向性・課題〕 

健康科学部健康栄養学科は、授業及び実習等が多く、教員採用試験対策講座に参加でき

る時間が少ない。その結果、他学科学生との交流も少ない傾向がある。この課題に対し、

本年度は、昼休みの時間帯を活用し、教職に関連するイベント（「学習ボランティア体験

を語る会」など）を実施することで、学生がより参加しやすい環境づくりを図った。一方

で、低学年の参加率は低く、早期から教職への関心を高める働きかけにはなお課題が残
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る。今後は、低学年の学生も参加しやすいよう、教員採用試験対策に直結する内容だけで

なく、栄養教諭の職務理解や食育実践への関心を高める導入的な内容を取り入れるとと

もに、授業内での周知や先輩学生との交流機会の充実を通じて、参加促進策を強化してい

く必要がある。 

また、教員採用試験対策講座においては、授業との時間が重なるなどの理由で参加が困

難な学生に対応するため、別曜日や時間帯での補講実施について各担当教員が検討を行

っている。今後も、教員採用試験の早期化に対応可能な体制づくりに努め、継続的な学修

支援の充実を図っていく。 

健康科学部健康スポーツ学科は、「合格者の声を聴く会」や「学習ボランティア体験を

語る会」等、教員としての資質・能力を向上するために意義のあるイベントと部活動の時

間帯が重なる場合が多く、参加者が少ない傾向にある。これについては、昼休み等の参加

しやすい時間帯に実施できるかを検討する。他学科と比べて、学習時間の確保が困難な学

生が比較的多い。したがって、学科独自で教員採用試験対策講座（オンデマンド方式）を

活用しながら基礎学力を向上させていきたい。また、実施回数や内容もさらに充実させら

れるよう検討していく。 

看護学部看護学科は、授業及び実習等が多く、教員採用試験対策講座に参加する時間の

確保に苦慮している。他学科学生との交流も少ない傾向がある。開催する時間帯の工夫を

行い、教職に関連するイベント（「学習ボランティア体験を語る会」等）に参加しやすい

状況を作ることが必要である。各イベント等を年間スケジュールとして提示し、見通しを

持った参加を促す工夫も必要である。教員採用試験早期化への対応として、低学年を対象

にした学修会や相談会等の開催の検討、体制づくりに努める。 

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・２－２－１ 新潟医療福祉大学ウェブサイト「教職支援センター」（１－２－４再掲） 

https://www.nuhw.ac.jp/teaching_career_support/ 

 

 

https://www.nuhw.ac.jp/teaching_career_support/
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基準領域３ 適切な教職課程カリキュラム 

  

基準項目 ３－１ 教職課程カリキュラムの編成・実施 

〔現状〕 

各学科において、教職課程コアカリキュラムに対応した、保健・医療・福祉・スポーツ

の専門職を養成するカリキュラムを編成している。指導法を中心とした講義系の科目に

おいて、ペア・ワークやグループ・ディスカッション、模擬授業等を盛り込んだ授業展開

を取り入れ、コミュニケーション能力の育成を図っている。また教職志望度が高い学生を

対象とした演習系・実技系の科目を複数配当したり、観察参加型や短期での学校実習を低

学年次に設定したりするなどして、教職指導の質・量の充実に努めている。さらに全学で

推進する連携教育を教職課程教育にも取り入れており、４年次後期の「教職実践演習」に

おいては、３学科連携の演習を実施している。 

健康科学部健康栄養学科は、「栄養に関する高度な専門性」と「教育に関する資質」を併

せ持ち、児童生徒、保護者および地域社会の健康づくりに貢献できる栄養教諭の養成を目

的としたカリキュラムを編成している。3 年次には、栄養教諭の職務に関する理解を深め

る講義科目と、食に関する指導法を修得する演習科目を配置し、実践的指導力の育成を図

っている。さらに、学生がより早期から栄養教諭としての資質・能力を育成できるよう、

管理栄養士養成カリキュラムを見直し、2 年次に「食生活論」を新設した。同科目では、

「食育」「学校給食」「食文化」に関する内容を取り扱い、従来 3 年次に配置していた学修

内容を一部前倒ししている。こうした教育課程上の工夫により、学生が段階的かつ継続的

に栄養教諭としての専門性を高められる体制を整えている。 

健康科学部健康スポーツ学科は、教科及び教科の指導法に関する科目、大学が独自に設

定する科目においても健康・スポーツに関連する幅広い科目を開講している。教員免許を

取得するための単位に加えて、学科独自の教職必修を設定することで、健康・スポーツに

関する力量を幅広く身に付けることができるカリキュラムとなっている。 
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看護学部看護学科は、学科教員養成理念に基づき、各科目において看護と養護・学校保

健の視点を備えた専門性の高い養護教諭の育成を目指している。教職課程科目と学科科

目の関連性や系統性を踏まえ、学年ごとに段階的に多面的に学べるカリキュラムとして

いる。 

〔優れた取組〕 

健康科学部健康栄養学科は、３年次の学びを踏まえ、４年次の教育実習（栄養教諭）で

学校現場での２週間の実践に臨んでいる。最終科目の教職実践演習では、栄養教育実習に

おける実践について、改めて管理栄養士視点からの振り返りを行う。各自の指導案等を支

えるエビデンスを確認すると共に指導方法の在り方について協議し、専門性に関する質

の向上を目指している。加えて、文部科学省が示す教員の資質向上に関する指針や、各都

道府県等が策定する教員育成指標の内容も踏まえながら、栄養教諭に求められる資質・能

力を多面的に捉え、自己の実践を省察する機会としている。また、本科の卒業生で現職の

栄養教諭を講師として招き、実践的な知見や最新の教育現場の状況を共有してもらうこ

とで、学生の理解と意欲の向上を促している。 

健康科学部健康スポーツ学科は、体育実技の授業科目において、学習指導要領解説保健

体育編の各領域で例示されている種目を設定しており、学生の指導力の向上に努めてい

る。さらに、大学が独自に設定する科目では、各種目の指導実習を配置しており、継続的

な指導の経験を通して専門科目の指導力を高めることができるようにしている。 

看護学部看護学科は、3 年次までの看護・教職の学修を統合して教育実習に取り組む。

4 年次の授業科目では、学校現場の実態から健康課題を設定し、課題解決にせまる保健教

育の展開を構想し模擬授業を行う機会を設けている。教職実践演習ではそれまでの学修

を基に保健室経営計画を立案する。さらに計画を推進するための具体的な取組を協議す

る等、養護教諭として現場で活用できる実践力の向上への工夫に努めている。また、養護

教諭の ICT 活用について、タブレット端末・デジタル教材を整備し取り入れている。 

〔改善の方向性・課題〕 

健康科学部健康栄養学科では、教育実習を 4 年次に実施している。免許法上規定され
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ている実習期間は 1 週間であるが、本学科では学校現場での学びを重視し、実習期間を 2

週間としている。連続した 2 週間の実習を通して、栄養教諭の職務を継続的かつ実践的

に学ぶことができる点に意義がある。一方で、近年の教員採用試験の早期化に対応するた

め、4 年次に集中している教職課程の学びを見直し、より計画的・段階的な教職支援体制

を構築することが課題となっている。このため、1 年次からの教職ボランティアへの参加

促進や、教育実習に関わる事前指導の在り方について検討している。 

健康科学部健康スポーツ学科では、教育実習を４年次に実施しているため、教員採用試

験の早期実施に合わせて、教育実習の時期を見直す必要がある。しかし、学科のカリキュ

ラム全体との調整があるため、３週間の教育実習を３年次に実施することは容易ではな

い。そこで、2024 年度入学生カリキュラムからは、２年次に１週間の学校体験活動の授

業を新設することで対応している。今後は、教員採用試験を受験する学生が３年次に教育

実習を実施できるかどうか等について検討を続ける。また、ICT を活用した授業に関する

理解と実践力を高める必要がある。本学科では、ICT 活用を苦手とする学生も少なくない

ことから、基礎的なスキル習得を含めた支援の充実が課題となっている。現在、一部の授

業において ICT 活用について学ぶ機会を意図的に設けているが、今後は生成 AI を含む新

たな情報技術を適切に活用できる教員の養成も視野に入れながら、様々な授業において

学習機会の充実を図っていく必要がある。 

看護学部看護学科では、教員採用試験の早期実施に対応する１つとして、教育実習の時

期の検討を含めたカリキュラムの見直しが考えられる。今後、学科全体カリキュラムの見

直しのタイミングに合わせながら、検討していく。現段階の対応策として、低学年からの

教職ボランティア参加の推奨、学修会を実施している。学修会などでこれまでの 3 年次

で学ぶ内容を取り入れる等工夫しながら対応している。 

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・３－１－１ 新潟医療福祉大学教職支援センター年報 第９号〔2024 年度版〕 

（１－２－５再掲） 

https://www.nuhw.ac.jp/assets/pdf/organization/teaching_career_support/annual_2024.pdf 

https://www.nuhw.ac.jp/assets/pdf/organization/teaching_career_support/annual_2024.pdf
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基準項目  ３－２ 実践的指導力育成と地域との連携 

〔現状〕 

実践的指導力を養成するために、低学年次からボランティア等で学校現場に触れるこ

とを推奨している。また、新潟医療福祉大学と新潟市北区との間に包括連携協定が結ばれ

ているため、教職課程においても、北区内の小学校・中学校にて各種実習が行われたり、

教職ボランティア活動が展開されたりするなど、交流の機会が多くなっている。 

健康科学部健康栄養学科では、学校現場に触れる活動として３年次後期の給食経営管

理実習を位置付けている。教職課程を履修する学生は、本実習において学校での実習とな

るよう実習場所を調整することで現場体験を実現させている。 

健康科学部健康スポーツ学科は、大学の所在地である新潟市北区内の小学校・中学校あ

るいは学生の出身地の小学校・中学校での教職ボランティアを推奨し、毎年数名の学生が

実際にボランティア活動に取り組んでいる。ボランティアの内容も学習支援、部活動支

援、学校行事など多岐にわたっており、実践的指導力の向上を図っている。 

看護学部看護学科は、低学年からの教職ボランティア参加を勧めている。教職支援セン

ターの担当教員より個別にマッチングしていただいていることで、学生は見通しが持て、

安心して積極的にボランティアに参加している。また、健康診断ボランティアの機会を設

定し、参加しやすい時間の配慮や調整を行い、実践力の向上を図っている。 

〔優れた取組〕 

健康科学部健康栄養学科は、１年次から教職を志す学生に対し、積極的にボランティア

活動への参加を促している。また、各教員の社会貢献活動や研究活動を学びの機会として

提供しており、地元の小学校・中学校に出向いて「お弁当の日」の支援や、部活動に励む

児童生徒を対象とした栄養講習会などを通じて、地域との交流の機会を創出している。さ

らに、今年度より附属園の園児に対するおやつの提供にも取り組んでおり、発達段階に応

じた食の支援や食に関する理解を深める実践的な学びの機会となっている。 

健康科学部健康スポーツ学科は、学科開設以来、地域の学校でのボランティア活動を継
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続的に行ってきた。特に水泳、器械運動、ダンスなどの体育授業補助が中心であったが、

近年では体育に限らない学習支援も多くなっている。ボランティア活動の体験によって、

指導力の向上に加えて、教職の志望度を高めることにもつながっている。 

看護学部看護学科は、継続的な教職ボランティアへの参加や各種実習から養護教諭の

職務について具体的かつ実践的な学びを深め、教職への意欲を高める機会となっている。

保健室のみならず学級での学習支援、学校行事ボランティア等、活動場面が多岐に渡り、

様々な視点から教職を理解することにつながっている。 

〔改善の方向性・課題〕 

健康科学部健康栄養学科では、新潟市内の小学校を対象として教育実習を実施しており、

訪問指導についても全実習校に対して行っている。また、担当教員と実習校との事前打合

せを丁寧に実施し、実習内容の充実に努めている。一方で、栄養教諭は兼務で配置される

場合が多く、教育実習の受入校が限られることから、学生にとって通勤負担の大きい実習

校となる場合もある。そのため、学生が通勤しやすい実習校の確保に向けた工夫を今後も

継続するとともに、実習校の配当に際しては、関係機関との調整の中で、学生の居住地等

を踏まえた要望を伝えている。さらに、教職ボランティアへの参加は今年度も積極的に行

われ、受入校から高い評価を得ている。しかしながら、参加者が固定化する傾向もみられ

ることから、今後はより多くの学生が参加できる仕組みづくりや、参加を促す働きかけに

ついて検討していく。 

健康科学部健康スポーツ学科では、教育実習校が遠方であっても訪問指導を行ってい

る。各実習校への連絡、実習生の情報共有等はこれまでも丁寧に行ってきたが、遠方の実

習校の一部でそれが十分できなかった事例がある。実習途中での情報共有等を今後さら

に工夫していく必要がある。また、これまで母校以外での実習を積極的に進めてきた。今

後も継続していく。教職ボランティアへの参加は積極的に行われ、受け入れ校からは高い

評価を受けている。今後も、学生の参加人数や参加回数を増やしていけるように支援して

いく。学校現場では、授業はもちろん、放課後の運動遊びの指導、部活動補助等の要望も

多いので、これらにも対応できるように学生を支援していきたい。 
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看護学部看護学科では、新潟市内小学校のみで養護実習を行っている。したがって、訪

問指導も全実習校に行っている。担当教員と実習校との事前の打ち合わせも詳細に行い、

養護実習が充実するように努めている。公共交通機関での通勤が困難な場合もあるため、

学生が通勤しやすい実習校を確保する工夫を今後も続けていく。学校ボランティアに積

極的に参加する学生が見られる。中には継続的に参加し、受け入れ校から高い評価を受け

た例もある。一方で、参加希望はあるが時間確保が困難とする学生がいた。今後も、短時

間のボランティアも可能であることを伝えたり、学校・学生ともにニーズが高い健康診断

等繁忙期ボランティアを設定する等、工夫しながら学生を支援していきたい。 

＜根拠となる資料・データ等＞ 

・３－２－１ 新潟医療福祉大学ウェブサイト「社会連携」 

https://www.nuhw.ac.jp/community/ 

 

 

https://www.nuhw.ac.jp/community/


新潟医療福祉大学 

22 
 

Ⅲ．総合評価（全体を通じた自己評価） 

本学教職課程では、2025 年度の活動をほぼ計画通り進めることができた。教員養成

理念については、全学的な取り組みとの関連から、昨年度、改めて整理した。大学院も

含めて全体とのつながりや関連を考えるよい機会となった。教職支援センターも３つの

専門部会が適切に機能し、学生への支援を進めることができた。しかし、今後、教員採

用試験の早期化がさらに進むことから、３年生の受験者が増え、その対応が十分できる

かどうか不安な面もある。担当教職員の人数は増えないため、何らかの対策が必要であ

る。今年度確かな成果があった１、２年生への教員採用試験対策講座と教職ボランティ

アへの参加をさらに推進すべく、学生への働きかけ等を活発に行っていく。既卒生への

支援や働きかけは今年度も力を入れ、既卒生の教員採用試験合格者は着実に増えた。し

かし、教員志望の一部の既卒生について状況が把握できない面もあった。メーリングリ

ストを通じた情報提供だけでなく、実質的・効果的な支援を展開するための手だてを検

討し、実施していく。また、卒業生の現職教員と学生の交流をより活発にしていく方策

も検討する。 

健康科学部健康栄養学科では、2025 年度の活動をほぼ計画通り進めることができ

た。教員採用試験に挑戦する学生への指導・支援、教育実習における事前・事後指導も

順調に進めることができた。加えて、教職支援や個別指導の積み重ねにより、教員採用

試験において現役合格者を輩出することができたことは、今年度の成果の一つである。

また、卒業研究を通じて、学校現場における食育指導の実態や課題を踏まえ、将来、現

場に出た際に活用できる知見を得ることができた。一方で、前述のとおり、教員採用試

験受験者、教員免許取得者が多くない。栄養教諭の魅力を感じられる先輩との交流、異

学年交流、教職ボランティアへの参加等、さらに工夫していく必要がある。それと同時

に、学生一人ひとりの興味や将来像に応じた個別の働きかけも重要である。たとえば、

履修相談や面談を通じて教職への関心を丁寧に把握し、早い段階から適切な支援につな

げる体制を整える必要がある。今後は、こうした個別対応と全体支援の両輪で、教職志

望者の育成を一層充実させていく。 
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健康科学部健康スポーツ学科では、2025 年度の活動をほぼ計画通り進めることがで

きた。教員採用試験に挑戦する学生は 20 名以上と例年と同程度の人数になり、互いに

切磋琢磨する姿は例年以上に多く見られた。教育実習では、実習校との連絡や学生指導

に課題がみられたため、３年時の教育実習の事前準備の授業と４年時の実習直前の授業

において困難な課題に挑戦させたり、実践的な内容を増やしたりしたことである程度解

決できた。また、今年度は２年生後期に教職インターンシップの導入を行い、10 人が受

講した。受け入れ先の学校からの評価も高く、教職への意欲が高い学生を早期に把握

し、支援することにつながった。これは教職ボランティアの増加にもつながった。今後

は、さらにより多くの学生がボランティア活動に参加できるようにさらに支援してい

く。 

看護学部看護学科では、2025 年度の活動をほぼ計画通り進めることができた。教員

採用試験に挑戦する学生への指導・支援を順調も進めることができた。少人数で互いを

高め合いながら熱心に取り組む姿が見られた。途中、不安やストレス傾向が見られるこ

ともあり、学修支援と共にメンタルサポートを進めてきた。また、教育実習における指

導・支援も計画に従って進めてきた。実習前に実習校でボランティアをする機会を設け

ることで、教育実習への不安を軽減しスムーズに移行している様子があった。今後も学

生の状況に合わせて継続を検討したい。教職課程の活動をより多くの学生に伝え、教職

の魅力を感じながら学校保健・養護教諭への理解がより深まるよう支援していきたい。 
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Ⅳ．現況基礎データ一覧  

              

法人名 

学校法人 新潟総合学園 

大学・学部名 

新潟医療福祉大学 健康科学部、看護学部 

学科・コース名（必要な場合） 

健康栄養学科、健康スポーツ学科、看護学科 

1 卒業者数、教員免許状取得者数、教員就職者数等      令和８年５月１日現在              

①  前年度卒業者数 健康科学部健康栄養学科 42 名 
健康科学部健康スポーツ学科 244 名 
看護学部看護学科 127 名 
計 413 名 

②  ①のうち、就職者数 

（企業、公務員等を含む） 

健康科学部健康栄養学科 39 名 
健康科学部健康スポーツ学科 221 名 
看護学部看護学科 124 名 
計 384 名 

③  ①のうち、教員免許状取得者の実数 

（複数免許状取得者も 1 と数える） 

健康科学部健康栄養学科 1 名 
健康科学部健康スポーツ学科 90 名 
看護学部看護学科 6 名 
計 97 名 

④  ②のうち、教職に就いた者の数 

（正規採用＋臨時的任用の合計数） 

健康科学部健康栄養学科 1 名 
健康科学部健康スポーツ学科 28 名 
看護学部看護学科 3 名 
計 32 名 

④のうち、正規採用者数 健康科学部健康栄養学科 1 名 
健康科学部健康スポーツ学科 17 名 
看護学部看護学科 2 名 
計 20 名 

④のうち、臨時的任用者数 健康科学部健康栄養学科 0 名 
健康科学部健康スポーツ学科 11 名 
看護学部看護学科 1 名 
計 12 名 

２ 教員組織                       令和７年５月１日現在 

 教授 准教授 講師 助教 その他 

（助手） 

教

員

健康科学部 

健康栄養学科 

健康科学部 

健康栄養学科 

健康科学部 

健康栄養学科 

健康科学部 

健康栄養学科 

健康科学部 

健康栄養学科 
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数 6 名 

健康科学部 

健康スポーツ学科 

11 名 

看護学部看護学科 

10 名 

計 27 名 

2 名 

健康科学部 

健康スポーツ学科 

9 名 

看護学部看護学科 

6 名 

計 17 名 

5 名 

健康科学部 

健康スポーツ学科 

16 名 

看護学部看護学科 

6 名 

計 27 名 

6 名 

健康科学部 

健康スポーツ学科 

8 名 

看護学部看護学科 

13 名 

計 27 名 

5 名 

健康科学部 

健康スポーツ学科 

0 名 

看護学部看護学科 

4 名 

計 9 名 

相談員・支援員など専門職員数 0 名                              

 


